
Title 大隈重信閲 武富時敏著 豫算詳解 ; 慶應義塾大學部敎授堀江一著 最新銀行論 第六版
Sub Title
Author 星野, 勉三

Publisher 三田学会
Publication year 1909

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.1, No.2 (1909. 3) ,p.249(115)- 250(116) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 新著批評
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19090301-

0115

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


W
O

る
な
ι
9
0

比
者
は
綿
を
分
つ
乙
1

乙
闘
に
し
て

第
一
編
珠
算
の
要
義

大

隅

重

信

関

)

第

二

編

成

入

歳

出

の

研

究

武

宮

時

敏

著

一

笠

ニ

編

特

殊

事

項

の

研

究

一

第

四

総

務

算

決

算

の

劉

照

珠

算

詳

解

工

な

し

第

一

曾

於

て

は

我

孫

告

側

す

る

主

要

問

題

に

我
凶
誌
に
於
て
珠
算
に
閲
す
る
著
者
は
決
し
℃
多
し
と
せ
…
付
て
簡
単
な
る
説
明
を
下
し
併
せ
て
珠
錦
之
寂
法
及
び
命
け

ず
其
見
る
に
足
る
可
な
に
も
の
は
先
ら
け
に
は
、
へ
ツ
ク
Y

氏
一
計
法
Iι
の
関
係
を
説
主
第
二
協
に
於
℃
は
滋
入
歳
出
の
泣

の
珠
算
論
を
日
本
銀
行
員
古
井
二
二
氏
の
持
す
る
わ

b
又
一
要
な
る
項
目
に
付
℃
詳
細
な
る
説
明
を
試
み
又
第
三
編
に

法
事
士
工
務
重
義
氏
の
珠
算
決
算
に
闘
す
る
藩
惑
わ
よ
り
た
一
一
於
℃
は
珠
算
に
関
す
る
重
要
な
る
時
事
問
問
胞
に
付
て
未
明
細

る
位
な

b
L
が
昨
年
十
二
月
常
側
議
曾
の
間
合
に
際
し
て
一
の
解
説
を
加
へ
第
四
編
に
於

τは
廿
問
年
度
よ
り
品
川
九
年

財
政
池
の
開
わ
る
武
定
時
敏
ぬ
は
漁
筑
詳
鮮
な
る
一
書
-
V
二
度
に
去
る
迄
の
珠
算
i
」
決
算
と
を
数
学
的
に
掛
照
せ
よ
り
本

一
伎
に
せ

b
此
好
惑
は
大
限
伯
の
閲
す
る
所
な
b
t
ζ

云
ム
余
一
書
は
右
の
内
絡
に
到
し
℃
珠
筑
詳
鮮
の
名
を
付
す
る
も
の

一
援
は
脱
に
前
披
の
新
刊
書
批
評
州
側
代
於
℃
大
限
伯
作
文
の
…
に
し
℃
我
凶
の
珠
銭
を
詳
細
に
解
説
す
る
そ
目
的
t
乙
し
敢

採
る
に
足
、

b
yる
所
以
右
越
べ
し
が
今
叉
武
寓
氏
の
若
に
，
℃
仰
や
術
的
の
議
論
を
試
h
u

る
に
非
、
ず
然
れ

rも
能
く
都
賀

冠
す
る
い
い
大
限
的
闘
の
名
を
以
て
す
る
が
如
h
d
は
却
℃
此
を
制
維
し
改
一
行
後
行
の
財
政
に
闘
す
る
報
告
書
の
如
、
与
は

好
著
を

L
て
或
は
駄
法
搬
を
wm列
せ
る
に
過
ぎ
公
る
可
し
議
く
之
を
分
類
如
編
入
せ
ら
放
に
躍
に
橡
鋒
詳

M
I乙
一
お
ふ
よ

山
之
の
疑
を
鵡
乙

S
L
h
u
る
之
と
な
お
ぜ
哉
頗
る
懸
念
に
地
ヘ
タ
は
却
℃
日
本
線
松
井
詳
解
之
命
名
す
る
方
諭
常
な
ら
ん
c

百十

lil~ 

七
市
町

温
帯
買
を
知
悉
せ
wo
る
に
わ
k
b
ず
、
否
、
γ

充
分
に
之
を
知
A
Y

な
が
ら
倫
M
M
卒
然
と
し
℃
米
一
岡
一
政
府
の
誠
滋
之
岡
同
氏
の

期
識
に
依
頼
す
る
所
、
A

金
々
英
君
子
的
の
特
長
を
示
す
な

'nyu

夫
予
の
滋
至
大
な

b
。
世
は
巣
し
℃
之
を
終
る
〉
乙

主
乞
得
や
如
何
、
外
相
を
1
U
℃
我
が
滋
非
お
る
か
の
救
護
、

を
後
せ
も
な
る
の
日
な
き
ゃ
否
や
。

新:

箸

批:

足評

野

勉

三

新
著
批
羽
町
1

骨
f

e
t
 

二
側
入

二
四
九



新
・
者
一
挽
一
狩
リ

.

恥

V

二
五
O

U6，' 

来
日
れ
掛
隊
第
に
闘
す
る
所
溺
事
問
的
議
論
の
如
h
d
は
之
を
西

洋
一
の
著
書
に
就
℃
見
れ
ば
材
料
mw一
憶
に
し
℃
荷
も
外
岡
誌

を
解
す
る
者
は
故
ら
に
日
本
語
に
℃
比
の
如
言
者
ゐ
る
乙

『
と
を
希
単
一
せ
〉
る
可
し
然
れ

E
も
五
日
人
の
泌
昭
一
せ
る
所
は

ほ
本
請
に
℃
日
本
の
財
政
事
情

k
詳
解
せ
る
著
書
の
出
で

ん
と
1

乙
な

b
而
し
℃
武
富
氏
の
若
の
如
舎
は
最
も
よ
く
此

要
求
に
泊
す
る
も
の
1
乙
云
ふ
可
し
而
し
て
紙
数
も
殆
F
六

百
頁
k
k
b鮮
側
枠
頗
る
詳
夜
h

比
し
て
特
に
関
表
代
一
日
bz
加

へ
て
了
解
に
便
に
せ

b
放
に
余
輩
は
近
来
の
好
涜
と
し
℃

之
を
激
泊
す
る
に
総
減
せ
な
る
な

b
。

慶
応
義
塾
大
事
部
教
授

堀
江

一
者

最
新
銀
行
論

第
六
版

ー

議EJ

録

月
の
引
力
と
人
憾
の
関
係

位
に
七
の
数
に
就
て

‘117 

青

b
れ
爪
予
心
父

、d
t

y

虫
同
一
司
ノ

一
五
日
々
人
聞
は
、
此
五
尺
の
隙
艇
を
生
理
的
に
、
解
剖
的
に
、

一
賂
た
心
理
的
に
、
併
科
し
允
丈
で
は
、
充
分
分
、
hr

る
も
の

で
な
い
。
天
外
幾
億
前
史
の
外
に
あ
る
、
日
月
星
辰
の
及

ぼ
す
熱
、
光
線
、
引
カ
等
一
一
切
の
影
響
右
も
、
較
的
に
、

一
設
的
に
明
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
等
の
関
係
山
み
が
、
恐
く
知

れ
た
映
で
な
け
れ
ば
、
人
間
な
る
も
の
〉
解
料
が
出
来
た

と
は
云
へ
料
。
潮
汐
の
子
揃
が
大
除
I

乙
大
腸
の
引
力
よ
夕

起
る
と
止
は
、
今
夏
ふ
一
一
口

λ
迄
も
な
い
。
大
地
震
及
火
・
山
の

大
股
火
が
、
月
の
引
力
の
最
も
強
い
時
、
郎
ち
大
除
腐
の

朔
日
か
十
五
日
に
旭
る
乙
と
の
多
い
の
も
、
其
筋
の
皐
者

の
稲
川
ヘ
℃

-hz
る
Fr・
乙
プ
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
偉
大
な
る

影
響
を
地
球
上
は
及
ぼ
す
大
除
、
が
、
人
般
に
何
等
の
関
係

東住

鍬

'一一五〕


